
和解基本合意書調印式における厚生労働大臣談話,

本.日ここにI薬軍肝炎全国原告団及び弁護団の方々にあらためて
お会いしlただいま訴訟の和解に向けた基本合意書に調印をいたし
ましたo

ヲイヲリノゲン製剤及ぴ血液凝固第jX因子製剤による感染被害者
とその遺族の方々はlこれまで長年にわたり大変なご苦労があった
と恩います.感染被害者の方々に甚大な被害が生じ,その被害の拡
大を防止できなかったことにういて七率直に国の責任を認めるとと
もに.感染被害者とその遺族の皆様に心からお詫び申し上げますo
また.-お亡くなりになられた方々に対し,ご冥福をお祈り申し上げ
ますととも1,ニl療養を続けて.おられる方々やご家族の皆様に心から
お見舞い申し上げますo

去るIJ l日に. r特定フイブリノゲン製剤及び特定血液凝固第Dt
因子製剤によるC型肝炎感染被害者を救済するための給付金の支給
に関する特別措置凱が両院ともに全会-致により成立いたしまし
flo

昨年1 2片2 3日に議員立法セ全面解決を図るという福田総裁の
ご決断があり,その乱与党の関係者の方々の大変なご尽九さら
に国会での会派を超えた賛同と迅速な対応をいただいて速やかに法
律が成立し.1解決の道筋がつきましたことに感謝を申し上げますと
ともにしこの法律に基づく給付金の支払いが円滑に行われますよう.
万全の準備を進めて事いリます.

- またl製剖の納入医療機関の公表等により,製剤の投与を受けた
方々の確認を促進し,一肝炎.rjイルス検査を受けることを勧奨すると
ともにへ広く涛律の内容の周知を図ってまいります.

そしてl不日の基本合意書でお約束し亭した.本件事件の第三者
磯関での検臥原告.弁護団との継続的な協護の場の設定について
もl順次1実行に移してまいりますo

.申し上げるまでもな,く薬害は三度.とあってはなりませんo今回
の反省に立ってへ命の尊さを決して忘れることなく1患者の方々お
-人お-人に常に思いをいたしながらl医薬品行政の見直しに取り
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